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1. はじめに
システム開発においては，ソースコードや要求定義書，
また，システム設計書などの様々な成果物が作成される．
これらの成果物は，開発から保守に至るまで保管され，
組織内あるいはプロジェクト内で共有される．成果物の
作成の過程においては，暗黙的な知識や一時的な情報が
発生する．暗黙的な知識とは，個人が経験により獲得し
たノウハウやものの見方などを指し，一時的な情報とは，
タスクに関するメモなどを指す．暗黙知や一時的な情報
は，成果物の作成を補助したり，意味を補完したりする
などの役割がある．これらは成果物の作成における背景
知識と言える．しかし，こうした知識は組織内で共有さ
れにくいという性質がある．その理由として，暗黙的な
知識は，個人の頭の中にある考えであるために形式化さ
れることが少なく，また，一時的な情報は個人用途であ
り，かつ，一過性の情報であるため，蓄積されにくいこ
とが挙げられる．したがって，このような知識を開発者
が形式化し，また，共有することを可能にする仕組みが
必要である．
開発中に発生した知識を共有するための手法として，
我々は，統合開発環境上で電子的な付箋の添付が可能な
インタフェースを開発している [1]．この付箋には成果物
に関する知識が記述され，その内容は組織内で共有され
る．しかし，添付された付箋をそのまま共有すると，添
付されている付箋の数が増えるほど，開発者が求める知
識を抽出することが難しくなる．様々な情報が混在する
中で，開発者が求める知識を抽出するには，まず，共有
される知識を分類することが有効であると考えられる．
本稿では，付箋がどういった用途で用いられ，また，
その知識が誰に向けられているものであるかによって，
付箋を分類する手法を提案する．このような付箋の分類
を行うことで，開発者が求める知識への到達容易性を向
上させることができる．また，我々の開発している「開
発者知識ネットワーク」[2]では，成果物や開発者の行動
履歴などの情報が統合開発環境を通して収集され，組織
化される．開発者知識ネットワークに本手法を適用する
ことで，成果物同士の関連を考慮した知識提供が可能で
あると期待できる．

2. 知識の蓄積における問題
本節では，関連研究として，暗黙的な知識や一時的な
情報を形式化し管理するものについて述べ，その利点と
問題点，また，それらをふまえて，知識共有のときに考
慮するべき点を挙げる．
2.1 タグ付けによる注釈の整理
近年の統合開発環境では，ブックマークや開発中に生
じたタスクに関するメモ，ハイパーリンクなどといった，
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ソフトウェア開発者が記述した注釈の管理を支援する仕
組みが提供されている．注釈は役割によって 2種類に分
けることができる．ひとつは，ソースコードの特定箇所
についての情報や意味合いなどを表す「Reminding」で
あり，もうひとつは，どのソースコードの，どの部分に，
何があるかを表す「Refinding」である．これらの 2つの
役割を兼ね備えたものとして「TagSEA」[3]が提案され
ている．TagSEAでは，注釈に対し，自由なキーワード
や注釈の作成者，作成日時，注釈が付けられた場所など
の情報を設定できる．これらの情報を元に注釈が整理さ
れるため，開発者は，誰がどのような考えに基づいて開
発を行ってきたかを把握することができる．
2.2 知識の共有および分類の必要性
TagSEA は，特殊なコメントとしてソースコードに

データを直接埋め込む方法を採っており，ソースコード
のみを対象としている．そのため，システム開発におい
て作成される要求定義書やシステム設計書など，ソース
コード以外の成果物の作成において発生する知識の蓄
積は想定されていない．しかし，ソースコード以外の成
果物の作成において発生する知識も有用である．また，
TagSEAでは自由なキーワード設定が可能なため，事前
に語彙を覚える必要が無く，利用するときの敷居は低い．
一方，キーワードの付け方は個人の考え方や習慣に依存
するため，開発者ごとに差異が生じやすい．したがって，
TagSEAは開発者同士で情報を共有することには不向き
と言える．
組織内で個々の知識を広く共有し，効率よく活用する

ことは組織の競争力や業績を挙げることに繋がる [4]．知
識活用の効率を上げるためには，開発者が求める知識に
容易に辿り着けることが重要である．そのため，個人の
考え方や習慣に依存しない知識の分類を開発者に提示し，
個人ごとの習慣の違いを吸収することが有効であると考
えられる．

3. 付箋の分類
3.1 知識の分類手法
TagSEAの研究では，注釈の 2つの働きRemindingと

Refindingについて着目している．これに対し，本稿では
さらに，開発者が書き残す知識が誰に向けられているか
について着目し，新たに 2つの性質があると捉える．ひ
とつは，自分だけでなく他の開発者に向けても情報を発
信する性質であり，この性質を「Public」とする．もう
ひとつは，個人用の覚え書きに特化した情報を発信する
性質であり，この性質を「Personal」とする．そこで，本
手法では，Remindingと Refindingという軸と，Public
と Personalという軸の 2つの軸を基に，知識を 4つに
分類する．それぞれの分類に対して，どのような知識が
該当するのかについて，以下で説明する (図 1参照)．

Public型の Remindingに当たるのは，開発中に生じ
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図 1: 2つの軸と分類の対応

た疑問やバグと，それらに対する解決策に関する知識を
記述する「疑問・解決策」であり，Public型 Refinding
に当たるのは，開発中に参考になった知識自体，あるい
は，情報源へのリンクを記述する「参考情報」である．
また，Personal型の Remindingに当たるのは，成果物
に変更を加えるとき，その変更理由と変更前の内容を記
述する「変更情報」であり，Personal型 Refindingに当
たるのは，開発中に生じたタスクについての情報を記述
する「タスク情報」である．それぞれの分類に対する，
注釈の具体例を表 1に示す．

表 1: 各分類の具体的な例
分類 具体例

疑問・解決策
(疑問)ここでの処理が異様に遅いが，
　　　原因が不明
(解決策)メソッドAの代わりにBを
　　　　用いて解決

参考情報
このサーバの仕様はこのサイト
(http://◯◯◯.com/)が参考になっ
た

変更情報
バグの原因究明のために，メソッド
Cをソースコードからコメントアウ
トします

タスク情報
スキーマの設計が変更になったので，
後でこのテーブルの設計を見直す

3.2 目的別に分類可能な付箋インタフェース
本手法に基づいた，知識の分類が可能な付箋インタ
フェースは，統合開発環境の機能として提供される．開
発者は，統合開発環境上で表示されている成果物の任意
の場所に電子的な付箋を成果物に添付することができる．
開発者は，付箋をどのような目的で成果物に添付するの
かを，図 1に示した分類から選択し，その後に知識を付
箋に記述することができる．
また，付箋は成果物とは分離された情報として添付さ
れるため，付箋の内容が成果物に直接埋め込まれず，成
果物に影響を及ぼさない．そのため，メモ書きやソース
コードにおけるコメントとは違い，付箋に記述されてい
る知識を長期的に蓄積しておくことが可能である．

図 2: 付箋の分類を選択するインタフェース

4. 適用例
4.1 開発者知識ネットワークへの適用
開発者知識ネットワークが付箋の収集および組織化を

行い，成果物と付箋の関連を抽出することで，関連のあ
る知識を含めた知識提供が可能になる．例えば，「変更情
報」の付箋が添付される前後に参照あるいは編集されて
いた成果物には，成果物の変更に至った原因や，変更後
に影響を受けた成果物があると考えることができる．
4.2 プロジェクトへの適用シーン
本節では，本手法を 2つのWebアプリケーション開

発プロジェクトに適用したことを想定し，付箋がどのよ
うに分類されるかを示す．
例えば，あるプロジェクトでは，Web上のカレンダー

サービスのAPIを用いて，組織のメンバーのスケジュー
ル管理ツールを開発したとする．また，開発中に生じた
様々な知識は開発者によって付箋に記述され，その内容
が蓄積されているとする．蓄積されている知識として，
例えば，組織内でのネットワークの設定項目や APIの
利用方法，同じ APIを用いた開発プロジェクトについ
て述べているWebページへの URLは，「参考情報」の
付箋となる．また，APIを利用するときに生じやすい誤
解から発生したバグや，その解決策は，「疑問・解決策」
の付箋となる．一方で，このプロジェクトと同じカレン
ダーサービスの APIを用いて，組織で行われるイベン
トの出席管理ツールを開発している別のプロジェクトが
あるとする．
2つのプロジェクトは，共通したAPIを用いているた

め，成果物の作成過程において，共通する作業があると
考えられる．したがって，過去のプロジェクトで蓄積さ
れた付箋は，開発中のプロジェクトにおいて，有用な情
報源となる．例えば，開発中のプロジェクトにおいて，
ネットワーク設定に困ったときは，過去のプロジェクト
における「参考情報」の付箋を参照することで，容易に
目的の知識へ辿り着くことが可能である．

5. おわりに
本稿では，システム開発において発生する知識を蓄積

および共有することの重要性について述べ，目的の知識
への到達容易性を向上させるための付箋の分類手法を提
案した．
今後は，目的別に分類可能な付箋インタフェースを

Eclipseのプラグインとして実装し，我々の研究室内で
行われている，実際のソフトウェア開発で使用してもら
い，分類の妥当性を評価する予定である．
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